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悲嘆に寄り添う

「平成 30 年 7 月豪雨」は、各地に甚大
な被害をもたらしたが、消防庁災害対策
本部の発表では死者は 221 名（8月 21 日
現在）に及んだ。また行方不明者は 9名
となっているが、速やかに発見されるこ
とを願う。自然災害による予期せぬ死は、
遺族にとって受け入れられるものではな
い。「もしあの時、避難勧告に従っていれ
ば……」「たすけられなかったのは私のせ
いだ……」という思いから離れるのは容
易でないが、一日も早くまた日常の生活
に戻られることを願う。
さて平成 23 年 3月の東日本大震災では

死者 1万 5,895 人、行方不明者 2,539 人
と発表されたが、7年が経過した今、形の
復興も心の復興も未だ途上である。私は今
年 3月、自教会の講話でこの点に触れた。
「多くの行方不明者の家族の中には、未だ
どこかで生きていると信じている人もい
る。例えば、津波にのみ込まれたが､ 何日
も漂流して奇跡的にどこかの島に漂着し、
今も生きている……。そう信じる遺族もい
る。それは妄想だと片づけることができな
いのが実は遺族の気持ちだ。それがまた家
族を苦しめているのではないか」と話した。
7年という時間がたったからといって震災
を風化させてはいけないと問い掛けたので
ある。私はそれが人間だと思う。
死別の悲嘆感情が長引き、その結果抜

け出ることができない方もまた大勢おられ
る。日本グリーフケア協会の宮林幸江会長
（自治医科大学）は日本におけるこの分野
の先駆者であるが、日本人の悲嘆感情の特
質の一つとして、こうした「うつ的不調」
を挙げているが、そうした方に寄り添うこ
とが大切だと説いている。宮林会長は、「天
理教では、死ぬことを出直しと呼び、また
この世に生まれかわってくるというわけで
すね。だから亡くなってもまた生まれか
わってくる。そして、この世で陽気ぐらし
を実現する。人が互いにたすけ合って、喜

んで生きている姿を神様も見て、ともに喜
んでくださる。神と人間は、親と子の関係
にあるという教えは、理解されやすいので
はないでしょうか。だから、どうぞ主張し
てください」（『福祉のひろば』第８号「特
集 悲しみに寄り添うグリーフケア」天理
教布教部社会福祉課、2014 年）と天理の
教えに今後の期待を寄せられた。
ところで、わが子を 7カ月で死産した

母親が伺った「おさしづ」の一節には、
「心々どうこうや治まりの理煩わし、楽し
みならん中から世上治まってある。」（さ
31・7・23）とある。これは「あなたは
こんなに嘆き悲しんでいるのに世の中は
まるで何事もなかったかのように時が流
れていく。それがまた、一番辛いことで
しょう」と言う意味である。この「おさ
しづ」は的確に母親の心を表しているが、
悲嘆に寄り添う者の大切な心の置き所を
教えられていることに改めて驚く。言う
までもなく、「出直し」の実相は「おふで
さき」で次のように教えられている。
このものを四ねんいせんにむかいとり
神がだきしめこれがしよこや（三号 109）
しんぢつにはやくかやするもよふたて
神のせきこみこれがたい一（三号 110）

とあるように、いかなる「いのち」も親
神によって「迎え取られ」、そして「抱き
しめられ」、この世に「返される」のであ
る。親神に「抱きしめられている」、その
暖かさを思うところに悲嘆から抜け出る
道がある。そう信じて寄り添うことであ
る。では迎え取られた魂はどこにあるの
か、親神はぢばにお鎮まりになると信じ
るならば、かんろだいを拝し親神に抱き
しめられている数多の「みたま」を念じ
て差し上げることだ。
ところで先程の「おさしづ」では、母

親に対して「心を繋ぐたんのう。嬉しい
働けば神は守る」と最後に言われている。
これも忘れてはならない言葉である。

第 314 回研究報告会（八木三郎）／第 46

回「一れつきょうだい」 推進研修会で講演

（佐藤孝則）／新連載執筆のねらい／日台

合同研究会ならびに聴き取り調査に参加

（金子昭）／日本宗教学会第 77 回学術大会

に参加・発表（堀内みどり）／「出前教学

講座」申し込み受付／『天理教事典 第三版』

案内／平成 30 年度公開教学講座／


